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  管外研修報告 
～東大寺二月堂を訪ねる～ 

Hunnbo  

 

 
 

令和５年１月より，いよいよボランティアガイド養成講座（９期生）が始まります。多くの参加者を募集してい

ます。新しい人材が多く育っていただける事を期待しています。 

さて、昨年度、私たち協会は、京田辺市制２５周年記念功労表彰（経済産業）を受賞いたし 

ました。平成１９（２００７）年に設立された当協会の、これまでの活動を評価いただいたも 

のと感謝しております。本年は、これに慢心することなく、更に精進を重ね、リピーターをた 

くさん増やしてまいりたいと思います。 

これまで私たちは，先輩の方々が作られた道を歩き，それなりの成果を上げて来ましたが、世の中の流れもこ

こ近年変化が激しく，我々もその変化に対応しなければならないと思います。そのためこれから若い人たちの意

見を取り上げ，過去に積み上げてきた実績、プラス新しい情報を駆使し今年の新たな方向を目指したいと思って

おります。 

そのために、ホームページやＳＮＳの活用は欠かせないものと考え、その発信を頻繁に行うこととするととも

に、市内の参加者だけでなく、至便な交通拠点でもある京田辺のロケーションを活かし、ＪＲ、近鉄沿線の情報誌

を活用した他府県からの参加者拡大に努めていきたいと考えています。 

昨年同様ガイドのスキルアップ，国際化，京田辺市・近隣都市関係団体とのコラボレーションも引き続き行っ

ていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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当協会では、管外研修として１年に１回、京田辺市

と関連性のある京田辺市以外の場所を訪ねている。今

年度は京田辺市で毎年行われる「竹送り」行事を深く

知るため、東大寺二月堂を訪れました。 

 なぜ東大寺か？ 

実は京田辺市の大御堂観音寺付近の竹やぶから、 

修二会のお松明に使われる真竹を毎年寄進していま

す。その知識をより深めるために研修を行いました。 

 暑くも寒くも無く、初秋の奈良東大寺境内をのんび

り散策して楽しむことが出来ました。 

 午前中は気さくでウイットに富んだ坂東俊彦講師か

ら、二月堂の修二会の解説をお聞きしました！ 

修二会は 752 年に始まってから一度も途切れるこ

とがなかったので「不退の行法」と言われ、今年で

1271回となりました。 

僧侶(練行衆)は私たち一般の人々の代わりに苦行を

行い懺悔(さんげ)をし、ご本尊の十一面観音菩薩に

人々の幸福を願います。  

 

平成 24 年には東日本大震災で被災された方々へ

祈りを捧げるなど、時代時代に即して祈願の内容も変

えているそうです。 

お松明の行事に使われる 

真竹は今年（令和４年）は8 

本を京田辺から寄進していま 

すが14日間で使われる松明 

は141本にもなります。 

調達本数は京田辺以外から 

は2 ヶ所、全部で30 本程度を使いまわししている

とのことでした。 

 午後は普段は立ち入り出来ない二月堂礼堂(らいど

う)に入室させていただきました。 

練行衆が膝を打ちつける苦行(五体投地)に使われる

五体板の実物が壁に立てかけられており、長さが6m

もあるのに驚きました。 

また、トイレは、練行衆は洋式、仲間(ちゅうげん)

等は和式、風呂の順番は童子が一番最後であることな

ど中世の階級社会の慣わしがそのまま残っている事

もご紹介いただきました。とても有意義な管外研修と

なりました！【令和４年１０月５日実施】（窪田） 

令和５年 元旦 

代表 田原博雅 明けましておめでとうございます 
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秋晴れと言うより夏日を思わせるような一

日で、歩行距離 8ｋｍは少々きつかったと感じ

たのは私だけではなかったでしょう。 

久しぶりのハイキングで、京田辺市外のお客

様も増えてきたことはガイドとしてもうれし

いことです。  

参加者のみなさんも「ランチは○○が美味し

い」「近くにあっても知らない京田辺を知りた

くて」「JR ハイクのチラシを見て」と和気あい

あいと会話も弾みました。 

造酒司の奉幣があった 

とも伝えられ酒造りに深 

い関係のある佐牙神社、 

今年「佐牙」（純米大吟醸 

酒）と「壽寶」（純米吟醸 

酒）と地元の酒が発売されたと聞きました。飲

んでみたいものです。 

神功皇后の故事、河内の酒造りを業とする一

族が来て酒造りを伝え、祖神を祭った酒屋神社

も訪ねました。また、観音寺ではご住職様の丁

寧な説明を聞き、間近に国宝の十一面観音を見

学できました。古代の京田辺に思いをはせ、稲

刈りの真最中の田園風景もたっぷり堪能した

ハイキングでした。【10 月 15 日実施】（田中） 

 

 

 

 

１１月１６日１０時、黒い雲のいくつかの塊

が一気に移動して晴れる中、「桜美会」３６名

のツアーが始まりました。桜美会は、ある企業

の OB 会で、２年越しの集合とのことでした。 

そうしたことから、「一応班編成はするが、懐

かしさで話が弾みスクランブルになるかも」と

の幹事さまからの予告がありましたが、ガイド

代表が対応を約束、４班編成でそれぞれにガイ

ドが付き、１０名４班が縦列になってスタート

しました。 

棚倉孫神社経由で一休寺に着くと、心配を裏

切って、見事な紅葉がみんなのこころを癒して 

くれました。 

 

 

午前の部は順調に進行、 

昼食場所の体育館には予 

定時刻の到着になりまし 

た。午後は各班が予定を 

早めてスタートしたこと、 

班の編成が乱れたこと、そしてお嬢さんと奥様

がお父さんを支えて参加されていた微笑まし

い家族が、長い上り坂でややお遅れになったこ

となどで、「代表少し迎えに戻る」という一幕

もありましたが、結局、観音寺の最終訪問地点

での仮解散は予定時間に終了、その後バスと歩

行の２ルートに分かれ、事故なく無事に駅に帰

還することができました。 

【１１月１６日実施】（桑田） 

 

 

 

 

南山城三十三所観音霊場に数えられる、京田

辺市内の三観音霊場を訪れました。 

まずは壽寶寺「十一面千手千眼観音」。重要

文化財で、実際に千の手を持つ全国に３体しか

ない、大変珍しい観音様です。さらに、この観

音様は夜になると表情が変わります。お堂内を

薄暗くすると・・・「百聞は一見に如かず」ご

自分で見て感じて下さい。 

 次は法雲寺「十一面観音 

立像」。この寺は檀家寺で 

普段は閉じていますが、今 

日は特別に開けていただき 

ました。この観音様は平安 

時代後期に定朝の流れを継ぐ仏師の作と言わ

れる優れたもので、台座の蓮弁に墨描戯画が描

かれています。 

 最後は大御堂観音寺「十一面観音立像」。寺

の歴史、東大寺二月堂への竹送り、そして国宝

十一面観音の御開帳と流れるような住職の説

明に、さすが本職と感服しました。国宝を手の

届くほどの近くで鑑賞出来て、とても良い雰囲

気でした。最後に住職から参拝者にプレゼン

ト。お供え物の柿を持って帰って下さい。と気

さくな住職でした。 

 観音様に見守られながら全員無事、完歩の楽

しいハイキングでした。 

【11 月５日（土）実施】（近藤和） 

 

 

ご要望に沿ってお好きな日に、お好きな 

ところをご案内するカスタマイズドツアー 

さまをご案内しました。 

 

 京田辺のお酒の神様を巡る 

法雲寺十一面観音立像 
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茶香服(ちゃかぶき)の体験をメインに飯岡 

の茶畑などを巡るハイキングを実施します。 

茶香服は気軽に楽しめるお茶文化の一つで、 

インストラクターがやさしく教えてくれます。 

古くは闘茶という賭け事でしたが現在はそれ 

が発展した茶事です（写真はイメージです）。 

 
法泉寺 

法泉寺は、真言宗智山派の寺院。草むらの中 

から現れた金の観音像に祈願したところ泉が

湧き出たことから法泉寺と号したという。文化

財として十三重石塔が有名で鎌倉時代弘安元

年の銘があります。 

 

咋
くい

岡
おか

神社(草内)・草路城跡 

祭神は倉稲魂神と菅原道真。創祀は鎌倉時代 

で明治期までは天神社でした。本殿は江戸中期

の建立、檜皮葺一間社春日造りで府登録文化財

となっています。また境内一帯は室町時代の山

城国一揆の舞台となった草路城跡で、土塁や堀

の跡が見え、府の文化財環境保全地区です。 

 

飯岡
いのおか

の茶畑風景と古墳群 

飯岡は木津川沿いの独立丘陵で、茶畑では覆 

下栽培による玉露生産が盛んです。その景観は

日本遺産に登録されています。また丘陵全体に

多くの古墳や史跡があり、頂上の薬師山古墳や

飯岡車塚古墳などがあります。 

学び・楽しみ・運動の三つが揃ったイベント 

です。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

●実施日：２０２３年 1 月 28 日（土） 

●参加費用：５００円(保険・資料代) 雨天決

行 

●コース：JR 同志社前駅(集合９:３０)→中部

住民センター(茶香服体験)→法泉寺→咋岡

神社(草内)・草路城跡→飯岡の茶畑と古墳群

→JR 同志社前駅(解散 15 時ころ) 

歩程約８Km 昼食ご持参ください 

参加人数、天候によりコース変更あり 

今後の行事の見どころ案内 

  天井川とは、平地よりも高いところを流れて

いる川。それは、自然現象と人間の営みとが造

りあげたものです。 

  京田辺市にはかつて、８つの天井川がありま

した。今回は天井川の姿を留めている二つの

川、天津神川と馬坂川に沿って、その上と下を

歩いて楽しみます。 

  天津神川の堤防の上 

からは、北に比叡山と 

愛宕山を遠望。二つの 

有名な山を同時に楽し 

めます！その下には 

JR 学研都市線が通る 

マンボというトンネル 

があり、レトロな雰囲気を醸し出しています。

かつて淀藩の藩領であったこの辺りには年貢

米を収めておく郷倉跡もあり、江戸時代の痕跡

を偲ばせます。また木津川につながる河口付近

には船着場があり、対岸と結ぶ舟が通っていま

した。 

  瑞饋神輿が行われる棚倉孫神社に立ち寄っ

たあとは、馬坂川が一級

河川となる起点（川の源

流ではない）は、“実はこ

こ！”を通り、三つトンネ

ルがある珍しいミツマン

ボを見て、河川工事で切

り下げられた馬坂川の断

面にも、すぐ近くまで迫

って行きます。 

         二つの川をじっくりと堪 

能し尽くす１日です！ 

 

●実施日：2023 年 2 月 15 日（水） 雨天決行 

●参加費用：500 円 

●コース：JR 学研都市線 京田辺駅(9:00 集合)

ー淀藩郷倉跡ー天津神川堤防ー田辺の浜船着

場跡ーマンボー棚倉孫神社ー馬坂川起点ーミ

ツマンボー天井川切り下げー近鉄 新田辺駅ー

JR学研都市線 京田辺駅 (12:00頃解散)  歩

程 約７km 
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約３０種類ほどの野菜

や穀物、乾物で飾り付

けられる瑞饋神輿 

 



4 

 

乞うご期待！ 令和５年 NHK 大河ドラマ「どうする家康」放映に合わせ 

『家康公伊賀越えの道を辿る』を京田辺ふれあいハイキングで実施予定 
松本潤主演、２０２３年 

NHK 大河ドラマ「どうする 

家康」が１月８日から放映さ 

れます。生涯最大の危機と云 

われる「家康公の伊賀越え」 

が取り上げられるのは間違い 

ないでしょう。 

天正十年（1582 年）六月 

二日早暁、本能寺の変がおきました。この日早朝、

信長への御礼言上のため、家康は堺の寺庵を発っ

て京都へ向かっていましたが、午後２時頃、河内

飯盛山山麓付近でこの報に接しました。この時か

ら三河にむけ 200km 余に及ぶ必死の逃避行が

はじまります。これを世に「家康公の伊賀越え」

と謂われています。 

さて、伊賀越えのルートを探ってみましょう。

ルートについては多くのルートが出てきていて

未だ決まったルートはありません。その中で最も

良質とされる「石川忠総留書」（1650 年までに

成立：注１）に基づいた移動ルートを下記します。 

堺-平野-阿部(阿倍野)-山ノ子
ね

キ(生駒山地北西

部山麓の山の際：四条畷・寝屋川・星田・交野・

津田あたりを指す)-ホタニ(保谷：穂谷)-尊念寺

(尊延寺)-草地(草内)-宇治田原-山田-朝宮-小川

（６月２日～３日の移動：山城越え） 

小川-向山-丸柱-石川-河合-柘植-鹿伏兎(加太)-

関-亀山-庄野-石薬師-四市(四日市)-那古(長太)-

船-大浜-岡崎（６月４日～５日の移動：伊賀越え） 

大勢の護衛がいた伊賀越えよりも、主従３４名で

移動した山城越えの方がはるかに危険度は高か

ったのではないでしょうか。 

 ここで、家康は京田辺を通ったのか、通ったと

すればどのルートを通ったのか検証してみまし

ょう。 

 信頼のおける「石川忠総留書」のルートに穂谷、

尊延寺、草内、宇治田原と出てきていますので京

田辺を通過していることは間違いないでしょう。 

 では、どのルートを通ったのかは地勢図、その

時の状況、諸資料から考察できます。明智方の探

査、落ち武者狩、一揆の野伏など木津川までが最

も危険度の高い難所でした。この逃避行には夜

道、間道、峠道を選ぶ必要があったことを考慮す

れば、尊延寺から草内の空白のルートは次の３ル

ートが考えられます。 

① 尊延寺（６月３日未明出発）- 

河内峠-田辺街道-草内の渡し 

（同日早朝：注２） 

② 尊延寺-興戸石峠-酒屋神社 

付近-興戸-草内の渡し 

③ 尊延寺-普賢寺谷宇頭城-多 

々羅-興戸又は飯岡-草内の渡し 

まず、①は街道筋なので当然 

避けるでしょう。次に、③はも 

っともらしいルートですが織田 

信長に徹底的に痛めつけられた普賢寺衆がいる

地域で、そこは避けると思われます。消去法的に

②のルートが浮かび上がってきます。 

ただ現在このルートは大きな工場、高速道路が

あり通れません。京田辺市観光ボランティアガイ

ド協会では②ルートと並行なルートである甘南

備山越えをバーチャルルートとしてツアーを実

施します。（令和５年５月を予定：詳細後日発表） 

 さて、NHK がどの場面を放映するか楽しみで

すね。 

注１） 石川忠総の子が淀藩３ 

代目藩主石川憲之で棚倉孫神

社に石鳥居、石段、石橋を元禄

１５年（１７０２年）に寄進し

ています。 

注２）「新十左衛門末次京都 

所司代報告書」（１６５０年ま 

でに成立、比較的信憑性の高い 

資料）この資料により２つの 

重要なことがわかります。 

１つは、家康主従が６月３日 

午前１０時頃宇治田原山口本 

城に到着した事。これから逆算 

すると、草内の渡しを同日午前 

７時頃に渡河した事がわかり 

ます。２つ目は、穴山梅雪が家 

康の渡河後に草内の渡し場付 

近で一揆の野伏に討ち取られ 

たようすが記されていること 

です。 

 

 

 

 

尊延寺境内 

草内の渡し場跡付近の河原 

ただふさとめがき 


